
~ 1 ~ 

 

 

 
令和３年度第２回理事会（書面決議）において本会の新三役が決まりましたのでご報告いたします。 

【新三役体制】 

■会  長：土 井 英 昭(再任) 

■副 会 長：曽我部 元 親(再任)・杉 山 範 雄(再任)・卯 月 ひとみ(新任) 

■常務理事：太 田   融(再任) 

 
 
 
 
【市民後見人とは】 
 認知症、知的障がい、精神障がい等により判断能力が不十分な方を対象に、一般市民が成年後見人

となり、その方らしい生活が送れるように本人に代わって金銭管理、各種料金支払いや契約などを行

います。釧路市では多くの市民後見人が活躍しています。活動にあたっては釧路市権利擁護成年後見

センターが相談、助言等のサポートを行います。 
当センターでは今年度も釧路市「市民後見人養成講座」を下記の日程で開催いたします。市民後見

人として活動してみたい、成年後見制度について学んでみたいという方は是非受講をご検討くださ

い！ 
 

■日 程：令和３年９月２日（木）～１２月８日（水）〈全８講〉 
■会 場：釧路市生涯学習センター まなぼっと幣舞（予定）  
■対 象：釧路市民 ２５名程度（２５歳～７４歳の方）  
■内 容：講義、レポート、演習等  
■受講料：２，２００円（教材費） 
■申 込：申込書に記入いただきますので、下記連絡先へご連 

絡ください。期限は令和３年８月２０日（金）です。 
 

 

 

 
日常生活に不安のある方は、お気軽にご相談ください。
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この活動は「セブン-イレブン・ジャパン」「北海道社会福祉協議会」

「北海道」の３者連携により、道内のセブン-イレブン店舗の改装・閉

店等の際に商品を寄贈していただき、地域福祉の推進を図ることを目的

にこれらを有効活用して生活困窮者や社会福祉施設、子ども食堂等への

支援を実施するものです。 

釧路市社会福祉協議会では５月２５日（木）に商品寄贈を受け、「ワ

ーカーズコープ フードバンクくしろ」様に食品やお菓子、飲料等を配

分いたしました。寄付された商品は、毎月開催されている譲渡会にて、

支援が必要とされている人に無償で提供される予定とのことです。 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

釧路市共同募金委員会阿寒地区委員会の役員改選が行

われ、平成 29 年から 2期 4年間阿寒地区の共同募金運動

の推進にご尽力いただきました山﨑征勝会長から北村 

剛新会長にバトンが渡されました。 

昨年度よりコロナ禍で大変厳しい状況が続いておりま

すが、北村新会長のもと阿寒町の地域福祉の推進のため

に、共同募金運動を進めて参りますので、皆様の変わら

ぬご支援ご協力をお願い申し上げます。 

（写真左：山﨑征勝さん 右：北村新会長） 

 

６月９日（水）、音別町ボランティア連絡協議会

の皆様が、当支所事務局の入居する「音別町社会福

祉会館」を訪れ、活動の一環として会館前にある花

壇整備をしていただきました。 

 この活動は、６月号に掲載した「ボランティア・

サポート・プログラム（国道花壇の整備）」の実施

にあわせ、毎年行っていただいているもので、今年

も花壇の草とりや土おこしを行った後、黄色やオレ

ンジのマリーゴールドを植えていただき、花壇が美しい花で彩られました。いつもありがとうございます！！ 

 お近くにお寄りの際は、是非ご鑑賞ください！ 

 

▲寄贈の様子 
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全市普及を目指して重点事業として進める緊

急連絡カード推進事業“安心バトン”の普及状況

は表のとおりです。今後実施を検討している町内

会がありましたら、事業の取り組み方などについ

て担当者より詳しくご説明をさせていただきま

す。来所でのご相談も随時受け付けておりますの

で、ご検討・ご連絡よろしくお願いします。 
 
※釧路地区では、右記に加え地区連未加入の１２町内会で

実施。総体で 400 町内会での実施となっています。 

（実績：令和３年６月２０日現在）

 

 地 区 町内会数 実施数 達成率 

釧 路 

東部南 98 74 76％ 

東部北 106 78 74％ 

中部南 91 67 74％ 

中部北 67 48 72％ 

西 部 82 69 84％ 

阿 寒 34 34 100％ 

音 別 18 18 100％ 

 
 

 

  
 

釧路市限定は毎年恒例のタンチョウバッジと幣舞橋夕日バージョンバッジです。 

今年も葉山のデザイン事務所『Sankofa』さん(釧路市出身)のご厚意により、２種類のバッジが完成 

致しました。ご協力よろしくお願いします。 
さらに全道版、全国版など、詳しくは添付しているチラシ「赤い羽根募金バッジ」をご覧ください。 

 

タンチョウ（丹頂）親子 

 

幣舞橋夕日バージョン 

  

 

 

 

 

 

緊急連絡カードは、災害や急病など『もしもの時』に、自分や家族の健康状況やかかりつけの病院、

緊急連絡先などの情報を記入し保管することで、適切な処置や対応ができるよう活用するものです 

例えば… 

 ○救急で搬送されたことを家族や親せき、知人に知らせて欲しい。 

 ○家で具合が悪くなり、救急車は呼べたけど、救急隊員に情報を伝えられない。 
※地域の様々な場面で活用されています！ 


